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研究成果の概要（和文）：本研究は、外生的な理由でばらつきのある日本の市区町村首長選挙のタイミングを操
作変数として用いることで、ヤードスティック競争が選挙支出サイクルを増幅し地理的に無償化の拡大を加速さ
せた因果効果を検証した。また、患者負担をゼロとするため過大診療を生み非効率といわれる子供医療費無償化
が、この効果により増幅したことに因る死荷重についても概算した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the causal effects of yardstick competition 
amplifying the electoral expenditure cycle and accelerating the geographic expansion of free 
healthcare by using the exogenously varied timing of mayoral elections in Japanese municipalities as
 an instrumental variable. Additionally, we estimate the deadweight loss caused by the inefficiency 
of free pediatric healthcare, which is said to lead to excessive medical treatment due to zero 
patient burden, as amplified by this effect.

研究分野： 実証ミクロ経済学 (政治の経済学、産業組織論、法と経済学) 、計量マーケティング

キーワード： 選挙サイクル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、地方自治体の財政が困難な状況下にもかかわらず、子供医療費無償化ような政策がなぜ加速度
的な広がりを見せ如何なるメカニズムで広がるのかを解明したことであり、経済学的に重要であるのみならず政
策的にも意義がある。また、選挙支出サイクルのメカニズムを考えるとき、選挙民から政策がどう評価されるか
が重要な点であるにもかかわらず、その主要なメカニズムの一つであるヤードスティック競争という観点はこれ
まで考えられておらず、この点から選挙支出サイクルのメカニズムを理解しようという学術的な独自性に意義が
あると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、子供医療費の無償化に関する自治体間の補助競争とも呼ばれる状況が新聞等

に取り上げられることが増えていた（『中学生も医療費助成 65％、1134 自治体 10 年で 100 倍』
朝日新聞 2015 年 4 月 17 日、『子供医療費、自治体が歯止めなき補助競争』日本経済新聞 2017 年
7 月 31 日、『負担減競争エスカレート、子供医療費助成どこまで』日本経済新聞 2018 年 7 月 17
日）。また、研究協力者である重岡による[1]では子供医療費無償化により医療費は大幅に増加す
る一方子供の健康状態には効果がないことが示されている。 
地方自治体の財政が困難な状況下にもかかわらず、このような政策がなぜ加速度的な広がり

を見せ如何なるメカニズムで広がるのかを解明することは、経済学的に重要であるのみならず
政策的にも意義がある。このため医療経済学的な観点から子供医療費無償化に取り組んでいた
重岡と政治経済学的観点から地方首長選挙に関心をもつ代表者渡辺とで本研究を行うこととし
た。 
[1] Iizuka, T., Shigeoka, H (2018) “Free for Children? Patient Cost-Sharing and 
Healthcare Utilization” NBER Working Paper w25306 
 
 
２．研究の目的 
政治経済学では、再選確率を高めるために選挙のタイミングを考慮し政治家が政府の財政支

出等を増加させる選挙支出サイクルの存在が知られている。選挙支出サイクルの文献では、選挙
支出サイクルの存在が確認された後、どのような要因により選挙支出サイクルが影響を受ける
のかが実証的に考察されており、官僚による予算統制の程度や選挙民の情報収集の程度に影響
を受けることが近年知られるようになった。しかし、選挙支出サイクルにおいて、そもそも政治
家が政策をどのように選挙のタイミングを考慮しながら変化させるのかのメカニズム、特に選
挙民から自分の政策がどのように評価されているかを考えて政策の変更とそのタイミングを選
ぶメカニズムについてはこれまで知られていない。 
本研究の目的は、日本の子供医療費無償化に関する市区町村レベルの 2005 年から 2015 年の

期間のデータを用いて、市区町村の子供医療費無償化の程度が、選挙タイミングだけではなく、
近接する市区町村の子供利用費無償化の程度とタイミングにどの程度影響を受けているかにつ
き、その因果効果はどの程度かを理解することにある。 
具体的には、各市区町村の月次レベルでの子供医療費無償化の対象年齢の拡大のデータと、同

様に月次の選挙のデータ、そして市区町村の地理的近接性に関するデータとそのほかの市区町
村属性に関するデータを収集したうえで、近隣市区町村の選挙のタイミングを操作変数として
用いることで、近接市区町村の政策が各市区町村の子供医療費無償化のタイミングと程度に及
ぼす影響の因果効果を示し、それが選挙支出サイクルのどの程度を説明することができるかを
示すことが本研究の目的である。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の方法として、市区町村レベルのパネルデータを作成し、各対象年齢につき、無償化対

象か否かのダミー変数を被説明変数とし、説明変数として(i)当該市区町村の選挙タイミング、
(ii)近接市区町村の無償化対象年齢が当該市区町村の対象年齢より高齢までカバーしているか
否かのダミー変数、(iii)変数(i)と変数(ii)のインタラクション、(iv)ラグ及びその他属性のコ
ントロールを考えた計量経済学モデル推定し、(i)から（iii）のの推定値から選挙支出サイクル
をヤードスティック競争が増幅する程度を測った。 この推定値と上記[1]の結果を用いること
で、ヤードスティック競争と選挙により子供医療費無償化が波及したことにより、どの程度の追
加的な死荷重が発生したかを概算した。 
本研究の遂行にあたり、研究代表者の渡辺と研究協力者の重岡のこれまでのリサーチアシス

タント雇用経験を活かし、データ構築及びモデル推定を補助するためのリサーチアシスタント
を広く採用及び活用した。 
 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、日本の子供医療費無償化の文脈において、選挙支出サイクルのメカニズムに

おいて地理的なヤードスティック競争が果たす役割の大きさを、月次の政策変更及び選挙タイ
ミングのデータを用い、近接市区町村の選挙タイミングを操作変数として利用することで、その
因果効果を実証的に明らかにした。 
研究期間中には、研究代表者、研究協力者共に国内外の数々の学会やワークショップ・セミナ

ーに出席し、研究成果の発表を行った。また、[2]のディスカッションペーパーをまとめ、この
完成稿を現在トップジャーナルに投稿中である。 



 
[2] Hitoshi Shigeoka and Yasutora Watanabe(2023)“ Policy Diffusion Through Elections” 
NBER Discussion Paper 
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